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新型コロナワクチン未接種者及び新型コロナ感染対策における
差別・偏見・強制を防ぐ条例等の制定または対策を００に求める請願

請願趣旨
新型コロナワクチンは治験中（臨床試験継続中）であり、厚労省も「感染予防効果を期待できるものではない」と発表しています。接種者も感染している実情からも、接種者・未接種者を分けることに合理性はありません。厚労省でも、ワクチン接種は任意であり強制ではなく、強制し差別的な扱いをすることのないよう呼びかけている。
しかし実際の社会生活において、学校や会社、福祉施設などで差別的な扱いや半ば強制が行われています。また飲食店などにおいて接種者のみへの特典やサービスなど、事実上差別が行われています。これは平等権を保証する憲法第１４条に違反する可能性がもあります。
医薬品を自分の体内に取り入れるか否かは、個人の生命・身体にかかる重要な事項であり、自らの意思と責任に基づいて決定すべきものです。1月末現在において接種後死亡報告は１４４４人、重篤な副反応は６０００人以上に上り、２０代以下では接種後の死亡がコロナ陽性死亡数を上回っています。
ワクチン接種に対し健康面において不安を持つ者、アレルギー疾患などを有するために接種ができない者もいます。接種を望まない者が強いられると憲法第13条（自己決定権）に違反する可能性もあります。
全国では、このようなワクチン未接種者への差別を禁止した条例を制定している自治体が幾つもあり山梨県弁護士会も非接種者への差別に反対する声明を出しています。甲府市においては、そのようなことを禁止する条例または注意を呼びかける趣旨が明文化されておらず、有効な対策がとられていません。
自治体として〇〇県（市・町）は、新型ワクチン未接種者及び感染対策における差別・偏見・強制を防ぐ条例等の制定または有効な対策を求めます。

請願事項
１　差別禁止条例等の制定や、国及び自治体のHPや広報、ポスター等により、ワクチンハラスメントが行われないよう周知すること。
２　学校、企業、店舗等へ、ワクチン未接種含む感染対策における反差別の指導を行うこと。


（資料１）
アンケートによるワクハラ事例
· 職場において未接種者だけが有料PCR検査の義務付け。
· 有料での検査義務付け、提出しない場合は有給で休ませる。
· 未接種者のみ検査提出回数を多くさせられる。
· 未接種者のみ陰性証明書退出命令
· しつこい接種勧奨
· 職場の業務内容を変えられる。
· 面接でほぼ決まっていたのに未接種を伝えると落とされた
· 未接種者がいると接種率が１００％にならないからとテレワークを進められる。
· 接種状況の挙手
· 接種状況の表などを誰でも見られるところに貼られる。
· 勝手に有給を設定され接種に行かされた。
· 接種しないとクビ、仕事がもらえないなどの事実上解雇通告
· 未接種者のみ行動履歴提出させられ誰でも見られる場所に掲示された。
· 大企業から未接種者は構内立ち入り禁止と言われ業務が滞っている。
· 未接種者は出歩くなと言われた。
· 立場が上の知り合いから強引に強く勧められる。
· 未接種者に対しての、近寄るな、触るな、しゃべるな、などの暴言
· ワクチンのデメリットなどを知ってもらう活動をしている人への行政からの脅迫
· 店舗などの接種者のみの優遇（某温泉施設は送迎バスに未接種者は乗れない）
· 福祉施設に入所している家族に会えないため嫌だったけど接種した。
· 自分で調べて打ちたくない子どもに対する親の強制(実際子どもからの相談2件あり)
· 薬物に対しアレルギーがあるにも関わらず主治医から強く勧められる。
· 学校や市からのワクチン接種に関するアンケートを取られた。
· 職場からかなり強制的に接種させられ、副反応が酷く、いくつもの病院に行き、後遺症も残り、2回目の接種ができなかったが、尚接種ができないことを責められる言動を繰り返され、4月からの契約を更新させてもらえなかった。副反応と思われる体調不良のため会社を休むことが増え、医療機関受診により金銭的負担も大きく、なおかつ解雇された。
· マスク未着用入店拒否
· ノーマスクを理由に子どもが途中でバスを降ろされた
など


（資料２）
条例を制定した自治体
1 長野県
2 岐阜県
3 石川県
4 和歌山県
5 三重県
6 鳥取県
7 高知県
8 徳島県
9 兵庫県
10 滋賀県
11 兵庫県明石市
12 栃木県那須塩原市
13 愛知県大府
14 兵庫県彦根市
15 大阪府高槻市
16 千葉県柏市（公共事業においてワクチン・検査パッケージを適用しない）

（資料３）
新型コロナワクチン未接種者などへの差別をなくす声明を発表した弁護士会等
1 日弁連
2 埼玉県弁護士会
3 神奈川県弁護士会
4 兵庫県弁護士会
5 山梨県弁護士会
6 青年司法書士10団体による共同声明

[bookmark: _Hlk95946763]（資料４）
　　泉大津市　市著からのメッセージ
　　https://www.city.izumiotsu.lg.jp/material/files/group/33/20220203sityoumesse-ji.pdf
（資料５）
　　高槻市　ワクハラポスター
http://www.city.takatsuki.osaka.jp/ikkrwebBrowse/material/files/group/30/wakuharaposter.pdf
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～南出市長からのメッセージ～


泉大津市では、新型コロナワクチンを希望される方が円滑に接種で
きるように、関係機関との連携のもと安心して接種いただける体制を
整えています。


新型コロナワクチンの接種は強制ではありません。ご本人が希望する
場合に限り接種を行うことになります。また、接種を希望しない方に
対して接種を強要したり行動制限を求めること、同調圧力をかけること、
さらに、差別することなど決してあってはなりません。


ワクチンの効果について


【泉大津市の新型コロナウイルス感染状況等について】


令和2年3月から発生した新型コロナウイルスの
陽性者は、1年10か月経過した令和4年1月27日
現在、累計で2,218人、人口千人あたり約30人
となっています（全国約19人、大阪府約34人）。


大阪府内の令和3年12月17日から令和4年1月23
日までの19歳以下の重症化率および死亡率は、
いずれも0.0％となっています（右表参照）が、
決して油断せず、手洗い・うがい・口腔ケア・
鼻洗浄等、日々の感染予防を心がけしましょう。


また、自己免疫力を維持向上させるためにも、
より良い食生活や適度な運動を心がけ、しっか
りと睡眠をとり日頃から体調を整えましょう。


予防接種を受ける方は、予防接種による発症予防や重症化予防に期待される効果と副反応の
リスク、流行している新型コロナウイルスの特徴を確認の上、自らの意思で接種してください。
新型コロナワクチンは、人体に実用化するのが初めてとなる遺伝子ワクチンです。接種による
感染予防効果や中長期的な人体への影響については明らかになっていません。
また、国からは、10代・20代の男性に対し、ワクチン接種によって稀に起こりうる心筋炎や


心膜炎のリスクを伝えるよう通達があったところです。年代ごとの重症化率や死亡率等につき
ましては、下表の【大阪府内の状況】をご参照の上、判断していただけますと幸いです。


【大阪府内の状況】
第六波R3.12.17以降（R4.1.23時点）


※第67回大阪府新型コロナウイルス対策本部会議資料より


新型コロナウィルスに関する


市長メッセージ(2) （R3.12.28）


「未成年者への接種判断は極めて慎重に👉👉


初回接種を希望される皆さんへ


重


症


化


率


年代 新規陽性者数 重症者数 重症化率


19歳以下 15,167 0 0.0％


20・30代 26,006 2 0.01％


40・50代 12,790 5 0.04％


60代以上 5,258 20 0.4％


総計 59,353 27 0.05％


死


亡


率


年代 新規陽性者数 死亡者数 死亡率


19歳以下 15,167 0 0.0％


20・30代 26,006 0 0.0％


40・50代 12,790 1 0.01％


60代以上 5,258 13 0.2％


総計 59,353 14 0.02％


発症者が減少する 重症患者が減少する


※オミクロン株に対する発症予防効果は、デルタ株に対する発症予防効果より、さらに低下することが
示されています。


※2021（令和3）年7月21日「第64回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会参考資料5」
及び厚生労働省「新型コロナワクチンQ＆A」より文章を一部抜粋


感染予防 発症予防 重症化予防


接種した人は感染しない


発症しない感染者が多数存
在する新型コロナでは、実
証が難しい


新型コロナワクチンで有効とされている効果
（引き続き集積される様々なデータの確認が必要）


（時間の経過とともに徐々に低
下する可能性がある。）


（時間が経過しても比較的高く保
たれていると報告されている。）


○第四波（R3.3.1～6.20） ：重症化率 3.2％ 死亡率 2.8％


○第五波（R3.6.21～12.16） ：重症化率 1.0％ 死亡率 0.4％


○第六波（R3.12.17～） ：重症化率0.05％ 死亡率0.02％


重症及び死亡率の推移について（R4.1.23日時点）


※第67回大阪府新型コロナウイルス対策本部会議資料を基に作成







１．国内における新型コロナワクチンの副反応疑いについて.


新型コロナワクチンの副反応疑いについて


２．接種後、すぐに起こることがある症状.


●アナフィラキシー


• アナフィラキシーとは、じんましんや赤み、かゆみなどの皮膚の症状、くしゃみや咳、息苦しさな
どの呼吸器の症状、目のかゆみや唇の腫れなどの粘膜の症状、腹痛や嘔吐などの消化器の症状や血
圧低下などの循環器の症状など複数の症状が短時間にあらわれるアレルギー症状のことです。


• このアナフィラキシーによって、血圧の低下や意識障害などを引き起こし、場合によっては生命を
脅かす危険な状態になることをアナフィラキシーショックといいます。


• ショックやアナフィラキシーが1回目接種で認められた場合、2回目の接種は受けられません。


• また、アナフィラキシーの既往や重度のアレルギー症状がある方は、1回目の接種前に必ずかかり
つけ医にご相談したうえで、接種するかどうか決めてください。


３．新型コロナワクチンの健康被害救済制度について.


• 予防接種は感染症を防ぐために重要なものですが、極めてまれに脳炎や神経障害などの重
い副反応が生じることがあります。


• 万が一、ワクチン接種を受けた方に健康被害が生じた場合、対象となる予防接種と健康被
害との間に因果関係があるかどうかを疾病・障害認定審査会で個別に審査し、因果関係が
認定されると健康被害救済制度の給付が行われます。


▷健康被害救済制度やワクチン接種後の体調不良に関するお問い合わせは
泉大津市 健康づくり課へ（☎0725-33-8181 平日8:45～17:15）


▷接種後の副反応など専門的なお問い合わせは
大阪府専門相談窓口へ （ ☎06-6635-2047 24時間対応）


「健康被害救済制度」


②国内のワクチン接種後の心筋炎・心膜炎疑い報告(10代)


ファイザー社製ワクチン
（12歳以上）


モデルナ社製ワクチン
（12歳以上）


副反応
疑い
報告数


副反応
疑い
報告数


うち
重篤
報告数


うち
重篤
報告数


うち
死亡
報告数


うち
死亡
報告数


10代 1,091 302 4 515 85 1


20～30代 8,604 1,135 37 2,173 325 16


40～50代 9,979 1,414 94 1,117 219 27


60代以上 6,910 2,806 920 290 67 9


不明 15 6 1 4 0 0


合計 26,599 5,663 1,056 4,099 696 53


①年齢別副反応報告件数（医療機関からの報告分）


※接種開始日（ﾌｧｲｻﾞｰ：R3.2.17 ﾓﾃﾞﾙﾅ：R3.5.22）以降の累計報告件数
※年齢は接種時点又は発症時の年齢
※年齢及び性別が非開示とされた事例は不明として集計
※インフルエンザワクチン（令和元年10月から令和2年4月）での医療機関からの報告
によると、5,650万回接種で重篤な副反応が93件、死亡事例が5件となっています。


※医療機関または製造販売業者から死亡として報告された事例は、ファイザー社製
ワクチンで1,377件、モデルナ社製ワクチンで66件となっています。


※1回目接種後の報告と2回目接種後の報告の合計


男性 156人 女性19人 合計175人


（内訳）
ファイザー社製ワクチン
男性 101人 女性 15人 合計116人


モデルナ社製ワクチン
男性 55人 女性 4人 合計59人


ワクチンの安全性と
副反応については、
こちら（市HP）を
ご覧ください。


👉👉


令和４年1月21日厚生科学審議会資料を基に作成 令和３年12月24日厚生科学審議会資料を基に作成


●血管迷走神経反射（けっかんめいそうしんけいはんしゃ）


• ワクチンを受けたことに対する緊張や痛みをきっかけに、血の気が
引いて、立ちくらみがしたり、気を失ったりすることがあります。


• 横になって休めば、自然に治ります。たおれてケガをしないよう、
背もたれのあるイスですわって休んでください。


※厚生労働省は、令和3年12月に心筋炎、心膜炎
を重大な副反応として位置づけ、医療機関等か
ら報告を求めています。
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